
 

104學年度指定科目考試 

數學甲考科選擇（填）題答案 
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第 (3)題  

【解法一】  

設 6 點 x 分 時 ， 時 針 針 尖 與 分 針 針 尖 的 距 離 為 7 公 分  

分 針 每 分 鐘 轉 動
360

6
60


 ； 時 針 每 分 鐘 轉 動 0.5  

6 (60 0.5 ) 180x x       

故
240 9

21 21.8
11 11

x    ， 最 接 近 的 整 數 分 鐘 為 6 點 22 分 。  

【解法二】  

時 針 每 分 鐘 轉 動 0.5， 分 針 每 分 鐘 轉 動 6； 六 點 整 ， 時 針 和 分 針 夾 角

為 180， 每 隔 一 分 鐘 夾 角 減 少 (6 0.5) 5.5     

所 求 為
120

21.8
5.5

 ， 最 接 近 的 整 數 分 鐘 為 6 點 22 分 。  

以 上 算 式 也 可 以 弧 度 表 示 ， 例 如 分 針 每 分 鐘 轉 動
2

60 30

 
 ， 時 針 每 分

鐘 轉 動 角 度 為
360


， 每 隔 一 分 鐘 夾 角 減 少

11

30 360 360

  
  。  

 

第二題 

第 (1)題  

2 3 4 5 6 3 5
6

1 1 1 1 1 1 1 1 1
[ ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ] [ ( ) ( ) ]
5 5 5 5 5 5 3 3 3

a            

第 (2)題  

2 2 3 2 1
2

1 1 1 1 1 1
[ ( ) ( ) ] [ ( ) ( ) ]
5 5 5 3 3 3

n n
na           

2 2 3 2 1
2

1 1 1 1 1 1
lim lim [ ( ) ( ) ] [ ( ) ( ) ]

5 5 5 3 3 3
n n

nn n
a 

 

         
 

   

1 1
1 3 15 3

1 1 4 8 81 1
5 9

     
 
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第 (3)題  

2 2 2n na a   

2 2 2 1 2 11 1 1
( ) ( ) ( )
5 5 3

n n n      ( 或 2 1 2 16 1 1
( ) ( )

5 5 3
n n    ) 

以下提供三個解法證明 2 2 2 1 2 11 1 1
( ) ( ) ( ) 0
5 5 3

n n n     ， 

【解法一】  

2 2 2 1 2 11 1 1
( ) ( ) ( )
5 5 3

n n n     

2 1 2 16 1 1
( ) ( )

5 5 3
n n    

2 26 1 1 1
( ) ( )

25 5 3 3
n n   

因為
6 1

25 3
 ，故 2 26 1 1 1

( ) ( ) 0
25 5 3 3

n n   

【解法二】  

2 2 2 1 2 11 1 1
( ) ( ) ( )
5 5 3

n n n     

2 1 2 1 2 2

2 2 2 1

5 3 3 5

5 3

n n n

n n

  

 

  




2 1 2 2

2 2 2 1

6 3 5

5 3

n n

n n

 

 

 



 

2 2

2 2 2 1

18 3 25 5
0

5 3

n n

n n 

  
 


 

上式也可寫成

2 1 2 1

2 2 2 1 2 1
2 1 2 1

54
3 25 51 1 1 5( ) ( ) ( ) 0

5 5 3 5 3

n n

n n n
n n

 

  
 

  
   


 

【解法三】  

(2 2) (2 1) (2 1) (2 1)
1 1 1 6 5

5 5 3 5 3

n n n n   
                 
       

， 

而
(2 1)

5 5

3 3

n
   
 

且
5 6

3 5
 ，故得證。 
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【解法四】利用數學歸納法  

首先證 0n  的情形，即 2 1 11 1 1
( ) ( ) ( ) 0
5 5 3

   。 

接著假設 n k 的情形，即 2 2 2 1 2 11 1 1
( ) ( ) ( ) 0
5 5 3

k k k     成立 

則當 1n k  時 

2 4 2 3 2 3 2 2 2 2 1 2 2 1

2 2 2 2 1 2 1

1 1 1 1 1 1 1 1
( ) ( ) ( ) ( ) (( ) ( ) ) ( ) ( )
5 5 3 5 5 5 3 3

1 1 1 1
( ) ( ) ( ) ( ) 0
5 5 5 3

k k k k k k

k k k

     

  

    

      

 

故得證。 

 

以下提供兩個解法說明 2

1
0

8 na    

【解法一】  

由 2na 為嚴格遞減 (或 2 2 2n na a  )且 0 0a  ，得對任意正整數 n， 2 0na   

再由 2na  為遞減且 2

1
lim

8n
n

a


  ，得對任意正整數 n， 2

1

8 na   

所以 2

1
0

8 na    

【解法二】  

由 2na 為遞減且 2 0a  ，得對任意正整數 n， 2 0na   

再由 2na 為遞減且 2

1
lim

8n
n

a


  ，得對任意正整數 n， 2

1

8 na   

所以 2

1
0

8 na    


